
　国境や民族の壁を越え、世界への奉仕者として生きた宣
教師、W・R・ランバスによって1889年に創立された関
西学院は、開学以来、スクールモットーである「Mastery 
for Service（奉仕のための練達）」を体現する“世界市
民”の育成に力を注いでいます。
　理系教育の充実としては、KSC（神戸三田キャンパス）
を再編・拡充し、「理学部」「工学部」「生命環境学部」「建築
学部」を開設。2025年4月には、新たな価値を創造する
知的創造空間「KSC Co-Creation Village【Cｰビ
レッジ】」が誕生。海外研修や国際プログラムなど国境を
越えた学びもますます充実し、関西学院大学の新たなス
テージが始動しています。

“
B
e a B

orderless Innovator̶
”

「
世
界
市
民
」
と
し
て
課
題
解
決
に
挑
む

境
界
を
越
え
る
革
新
者
を
育
成

関西学院大学
〒662-8501　兵庫県西宮市上ケ原一番町１-155　入学センター　TEL 0798-54-6135　https://www.kwansei.ac.jp

さ
ら
に
進
化
・
発
展
す
る
理
系
教
育

生
ま
れ
変
わ
る
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

　

関
西
学
院
大
学
は
２
０
１
８
年
に
、
創

立
１
５
０
周
年
を
見
据
え
た
将
来
構
想

「Kw
ansei Grand Challenge 2039

」

を
策
定
し
、
そ
の
中
で
「
理
系
の
強
化
・

充
実
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け

て
２
０
２
１
年
４
月
に
理
系
４
学
部
（
理

学
部
、
工
学
部
、
生
命
環
境
学
部
、
建
築

学
部
）
を
新
設
し
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
一
新
。
２
０
２
５
年

４
月
に
は
同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
複
合
施
設

「KSC Co‒Creation Village

【
Ｃ-

ビ

レ
ッ
ジ
】」
を
開
設
し
ま
す
。

　

Ｃ-
ビ
レ
ッ
ジ
は
多
様
な
施
設
か
ら
構

成
さ
れ
、
起
業
を
志
す
人
を
産
学
官
民
の

連
携
で
支
援
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

施
設
「Spark Base
【
Ｓ-

ベ
ー
ス
】」
や
、

全
国
か
ら
集
ま
る
学
生
の
居
住
拠
点
と
な

る
３
０
０
人
規
模
の
学
生
寮
「
創
新
寮 

Genesis Dorm

【
Ｇ-

ド
ー
ム
】」、
地
域

の
人
も
利
用
可
能
な
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

〈FIT365

〉
が
入
居
す
る
商
業
施
設
な
ど

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ-

ベ
ー
ス
は
三
田
市
を
中
心
と
し
て

広
く
県
民
・
市
民
に
も
開
か
れ
、
学
生
や

派
遣
し
、
国
際
協
力
、
開
発
支
援
の
現
場

で
「
世
界
市
民
」
に
な
る
た
め
の
資
質
を

養
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
訓
練
セ
ン
タ
ー

も
世
界
で
初
め
て
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
設
置

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
赤
十
字
国
際
委
員

会
な
ど
で
の
国
際
貢
献
活
動
や
、
短
期
集

中
型
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
日
系
企
業
に
お
け
る
就

労
体
験
、
学
部
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
国

際
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
「
主
体
性
」「
タ

フ
ネ
ス
」「
多
様
性
へ
の
理
解
」「
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
」
な
ど
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
」

を
導
入
。
海
外
留
学
や
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
海
外
に
渡
航
し
て
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
外
で
留
学
生
と

共
修
す
る
科
目
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
強
く
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
昨
今
、
円
安
や
イ
ン
フ
レ
、
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
費
の
高
騰
な
ど
留
学
を
希

望
す
る
学
生
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て

２
０
２
２
年
度
か
ら
、
海
外
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
す
る
学
部
学
生
を
対
象
に

「
緊
急
留
学
支
援
金
」
を
支
給
し
て
留
学

教
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
体
や
企
業
、

住
民
ら
と
交
流
・
協
働
し
な
が
ら
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
涵
養
す
る
多
彩
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
最
高
性
能
の
放
射
光
実
験

施
設SPring-8

と
連
携
。
放
射
線
業
務
従

事
の
安
全
教
育
か
ら
研
究
の
基
礎
、
デ
ー

タ
解
析
ま
で
一
連
の
内
容
が
習
得
で
き
、

１
年
次
か
ら
最
先
端
技
術
に
触
れ
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
西
日
本
の
私
立
大
学
で
は
唯

一
、
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
と
連
携
大
学
院

協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
世
界
最
高
水
準

の
研
究
者
の
も
と
で
最
新
の
研
究
に
取
り

組
む
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
初
期
宇
宙
の
謎
を
解
明
す
る

研
究
で
は
、
米
国
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ａ
）
と
連
携
。
独
自
開
発
し
た
ロ
ケ
ッ
ト

を
観
測
ロ
ケ
ッ
ト
で
打
ち
上
げ
、「
宇
宙

赤
外
線
背
景
放
射
」
を
観
測
す
る
な
ど
、

研
究
活
動
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

充
実
の
海
外
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
連
な
ど
を
通
じ
て
の
国
際
貢
献
活
動
も

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
海
外
研
修
・
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
。
59
カ
国
・
地
域

３
１
０
を
超
え
る
大
学
・
国
際
機
関
と
協

定
を
結
び
、
目
的
別
・
レ
ベ
ル
別
に
豊
富

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
の
大
学
と
し
て
は
初
め
て
、
国

連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｖ
）
と
の

協
定
に
基
づ
き
「
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
約
５
カ

月
間
、
主
に
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
な
ど
の

開
発
途
上
国
の
国
連
関
係
機
関
に
学
生
を

1） KSC分野横断科目群
　文、理の専門分野の基礎科目で構成。理系４
学部と総合政策学部で文理の境界、学問分野を
越えた分野横断型の学びを実現する。特に理系
４学部では、学部内での専攻分野の横断を積極
的に推進。専門外の領域に踏み込んだ研究を可
能にする。

（2） BiZCAFE
　ビジネスマインドの醸成を目的とする新たな
学びの場。学生と企業との接点を提供し、イノ
ベーションの創出を目指す。日本の大学では
KSCが初出店。キャンパス内のペットボトル削
減の取り組みとして、在学中は同店にKSCオリジ
ナルマイボトルを持参すれば飲料が無料になる。

■就職・キャリア支援
　関西学院大学の就職・キャリア支援は「学生
一人ひとりの長所を引き出し、強みを生かす」
ことを基本的な考え方とし、さまざまな教育プ
ログラムを提供。各種ガイダンスの開催や個人
面談、先輩学生による支援に加え、就職活動の
オンライン化に対応しICTを活用したサービス
なども行っている。

を
後
押
し
。
２
０
２
４
年
度
は
約
１
億 

７
千
万
円
を
支
給
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
支
援
の
充
実

を
受
け
、
関
西
学
院
大
学
で
は
多
く
の
学

生
が
海
外
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
そ
の
派

遣
数
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、

２
０
２
２
年
度
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本

学
生
支
援
機
構
の
調
査
に
お
い
て
「
協
定

等
に
基
づ
く
日
本
人
学
生
派
遣
数
の
多
い

大
学
」
第
１
位
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

高
度
情
報
社
会
で
の
実
践
力
を
培
う

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
開
講
さ
れ
て
い
る

「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

日
本
ア
イ
・
ビ
ー
・
エ
ム
株
式
会
社
と
の

共
同
開
発
に
よ
る
も
の
で
す
。
同
社
が
実

際
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
知
見
を
も
と

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
に
求
め
ら
れ
る

能
力
・
資
質
を
定
め
、
関
西
学
院
大
学
の

教
員
と
共
同
で
作
成
し
ま
し
た
。

　

到
達
目
標
と
し
て
、「
Ａ
Ｉ
活
用
ス
キ

ル
」「
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
ス
キ
ル
」

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
」

「
デ
ー
タ
分
析
ス
キ
ル
」「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ

ル
」
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
が
、
文
系
・

理
系
を
問
わ
ず
全
学
部
生
を
対
象
と
し
て

い
る
点
が
特
徴
で
す
。
初
学
者
を
想
定
し

た
授
業
内
容
で
、
予
備
知
識
が
な
く
て
も

基
礎
か
ら
着
実
に
体
系
的
か
つ
実
践
的
な

ス
キ
ル
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
即
戦

力
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
が
備
え
る

べ
き
発
想
力
や
実
践
力
を
養
い
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
科
目
は
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
ー

ニ
ン
グ
に
よ
り
、
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず

に
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
、
２
０
２
２
年
度

は
約
２
７
０
０
人
の
学
生
が
履
修
し
ま
し

た
。
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
、
受
講
人

数
の
制
限
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
た
な
学

び
の
形
態
で
す
。

併
願
減
額
制
度
を
拡
大

一
般
選
抜
は
全
国
で
受
験
可
能

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
２
０
２
１
年
度

の
一
般
選
抜
か
ら
併
願
減
額
制
度
を
導
入
。

同
一
日
程
の
同
一
学
部
・
学
科
・
課
程
・

専
修
・
コ
ー
ス
に
限
り
、
１
度
の
受
験
で

２
回
の
合
否
判
定
が
可
能
に
な
り
、
２
つ

め
の
出
願
で
は
入
学
検
定
料
が
減
額
に
な

り
ま
す
。

　

一
般
選
抜
は
全
国
各
地
で
受
験
可
能
で
、

遠
方
の
人
で
も
受
験
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
５
年
は
京
都
で
も
全
日
程

の
受
験
が
可
能
に
な
り
、
東
京
、
金
沢
、

名
古
屋
、
広
島
な
ど
、
全
国
11
都
市
で
一

般
入
試
の
す
べ
て
の
日
程
が
受
験
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
２
／
１
・
２
は
、
札
幌
、
浜

松
、
津
、
鹿
児
島
な
ど
25
都
市
で
受
験
可

能
。
近
く
の
会
場
を
選
ん
で
受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

文
系
学
部
の
学
部
個
別
日
程
で
は
、
得

意
科
目
を
活
か
せ
る
傾
斜
配
点
型
（
２
／

関西学院大学　

［一般入試※］
理系全学部日程／文系学部個別日程（均等配点型）／
英数日程／共通テスト併用日程 ※該当学部のみ

1回の受験で2回の合否判定!

受験の機会がさらに拡大します。

同一日、同一学部・学科・課程・専修・
コースであれば、併願可能!
さらに入学検定料を減額!

【併願減額制度を活用した場合の入学検定料】

併願減額制度を導入!

35,000円 ＋ ＝ 合計45,000円
1出願目

10,000円
2出願目

３
・
４
実
施
）
と
試
験
科
目
の
配
点
が
全

科
目
同
じ
均
等
配
点
型
（
２
／
６
・
７
に

実
施
）
が
あ
り
、
傾
斜
配
点
型
と
均
等
配

点
型
は
両
方
受
験
す
る
こ
と
が
可
能
。
合

格
の
チ
ャ
ン
ス
が
拡
大
し
ま
す
。

　

一
方
、
理
系
学
部
で
は
均
等
配
点
型
の

ほ
か
に
「
数
学
・
理
科
重
視
型
」
を
設
置
。

均
等
配
点
型
で
は
数
学
・
理
科
・
英
語
が

各
１
５
０
点
（
合
計
４
５
０
点
）
で
す
が
、

数
学
・
理
科
重
視
型
で
は
数
学
が
２
０
０

点
、
英
語
が
１
０
０
点
と
な
り
、
得
意
科
目

を
活
か
し
て
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
（
１
月

出
願
）
の
文
系
３
科
目
型
・
理
系
３
教
科

型
で
は
「
英
語
資
格
・
検
定
試
験
利
用
」

を
設
置
。
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
の
Ｂ
１
レ
ベ
ル
以
上

で
出
願
が
可
能
で
、
英
語
の
配
点
が
文
系

で
は
全
体
の
60
％（
文
学
部
で
は
約
40
％
）、

理
系
で
は
50
％
と
な
り
、
英
語
力
を
活
か

し
て
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
（
１
月
出
願
）

で
は
ほ
か
に
も
、
文
系
・
理
系
と
も
に

「
８
科
目
型
」
を
新
設
。
共
通
テ
ス
ト
の

結
果
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
、
国
公
立
大

学
の
受
験
を
検
討
し
て
い
る
人
に
は
お
す

す
め
で
す
。

2025年４月に神戸三田キャンパスの近接地に誕生。インキュベーション施設、学生寮、商
業施設から構成され、大学が一体的に開発・運営を行う。

C-ビレッジ外観

学生寮 「創新寮Genesis Dorm（G-ドーム）」 商業施設 「FIT365（フィットネスジム）」

インキュベーション施設 「Spark Base（S-ベース）」

KSC Co-Creation Village （C-ビレッジ）

145 卓越する大学 関西学院大学 144

西宮上ケ原キャンパス

KSC（神戸三田キャンパス）
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